
試用期間１ヵ月が９ヵ月に延長！ＩＣＴ建機の精度に感動

継続利用を決めた

オペレータに好評の操作性

■■現場詳細■■

宮城県　吉田川河道掘削護岸工事

水害による被害を未然に防ぐため、川幅
を拡げる工事

【施工延長】409.3m

【施工土量】切土30,000m³

【ＩＣＴ建機】PC128USi

■■導入経緯■■

小野田建設(株)

土木部主任　早坂敏浩さん

当社は、かなり前からＩＣＴ施工に興味
を持っており、2016年のコマツＩｏＴ
センタ 東北のオープン当初からスマー
トコンストラクションセミナに参加し、
これまでも新技術の情報をチェックして
きました。今回の現場でＩＣＴ建機を導
入し、実際に体感することでオペレータ
の教育につなげたいと考え、1ヵ月程度
と期間を定めて導入を決めましたが、施
工範囲が追加になり、オペレータから
も、ＩＣＴ建機の操作が非常に楽で好評
だったので、継続して利用することにし
ました。

土木部主任　早坂敏浩さん


宮城県

小野田建設(株) 様

設立　昭和25年

土木・建築・木造住宅・鉄骨加工等を手がける

総合建設業です。


社員一同、お客様はもとより、様々な人の「想

い」を真摯に受け止め事業活動に取り組み、信

用と信頼を得る為、日々切磋琢磨しておりま

す。


掲載月:2020年7月

安全でスマートに

大きなメリットを実感

■■導入効果■■

小野田建設(株)

土木部主任　早坂敏浩さん

本当に安全でスマートな現場が実現でき
ました。今回の現場は、元々流れている
川の幅を大幅に拡げる工事で、施工する
土量が多く、従来であれば丁張りの設置
や測量作業に膨大な手間と時間が必要で
した。ＩＣＴ建機はマシンコントロール
機能により、設計面通りに施工ができる
ので手間が大幅に削減され、設計面に沿
って制御が掛かるので掘り過ぎによるや
り直しも無くなり、効率の良さを実感し
ました。また、現場には様々なリスクが
潜んでおり、安全面には常に気を使いま
す。ＩＣＴ建機を使うと丁張りがいらな
くなるので、手元作業員との接触リスク
が減少したことは大きなメリットと言え
ます。今回はＩＣＴ建機の機能や使用感
について、社員への教育という役割が大
きかったのですが、次回は、より効率の
良い施工計画を立てて使用してみたいで
す。
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